
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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後期基本計画 平成３１年度 施策方針書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０２ 計画的な道路整備と維持管理
０１ 安全・快適な幹線道路網の整備

道路課総括主査  高橋　進

・市内の地域間を安全かつ円滑に移動できる道路ネットワークの実現を目指して、幹線市道の整備を推進します。また、幹

線市道を補完する地域内市道についても、交通安全に配慮した整備を推進します。

・市内交通の骨格となる国道及び県道については、引き続き各道路管理者に対し危険箇所や混雑状況などの情報提供を行い

ながら継続的な要望活動を実施し、早期の整備実現に努めます。

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

暮

ら

し

交通事故発生件数

1 71 71 71 71 71 -
件以下 71

- - - - - 0.0

平成30年度
平成29年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

3391  県街路事業市町村負担金

工事延長
1

0 0 0 45 45 45 0
ｍ

0 0 - - - - -

6076  国道4号交差点接続部整備事業（第1巣子線外2路線）

事業費による換算延長(年度事業費/総事業費×総延長)
2

50 38 38 38 28 28 0
m

0 0 - - - - -

7509  巣子野沢線道路改良舗装事業

事業費による換算延長(年度事業費/総事業費×総延長)
3

81 63 264 264 278 278 0
m

0 0 - - - - -



策の実現に影響する社会環境変化

(３) 基本施策との関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針
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・市道改良率及び歩道整備率の数値は順調に推移していますが、市道の新設改良や歩道整備事業に対する住民ニーズ

政

は依然

として多いこと

 

から、更なる整備促進

 

を図っていく必要があ

 

ります。

・道路事業の

 

重要な財源である社会

策

資本整備総合交付金の

:

内示率が減少傾向にあ

基

るなど、財源確保が難

本

しい状況となってお

り

施

、事業の優先順位の明

策

確化を図り計画の逐次

:

見直しが必要となって

施

います。

少子高齢化の

 

進展や将来の人口減少

 

を見据えて、交通安全

 

の確保を主眼とした道

 

路整備を推進する必要

策

があります。

道路は、

:

市民の暮らしを支える

施

重要な生活基盤であり

策

、安全・快適な道路網

担

の整備により、道路の

当

安全性・利便性を向上

職

さ

せることが、ひとに

・

やさしく安全・快適な

氏

まちづくりにつながり

名

ます。

・市道を取り巻

２

く状況の変化や財源の

．

見通しなどに基づき「

施

道路整備計画」の見直

策

しを行います。

・現在

の

実施中の道路事業につ

実

いては、関連事業との

現

連携や事業費の調整を

に

図りながら事業を促進

向

します。

・国県道につ

け

いては、引き続き各道

て

路管理者に対し危険箇

の

所や交通混雑の状況な

現

どの情報提供を行いな

状

がら、早期の整備実

現

を

に向けて継続的な要望

認

活動を実施します。

(

識

２) 基本計画内の取

す

り組みと方針のうち、

る

平成31年度の重点課

(

題
・国道及び県道事業

１

と関連する道路事業に

)

ついて、当該事業との

 

調整を図りながら事業

施

を進める必要がありま

策

す。

(３) 基本計画

目

内方針及び平成31年

標

度重点課題に基づく優

の

先順位の考え方
中心市

進

街地形成に向けた市道

捗

の整備、地域間を安全

状

かつ円滑に移動できる

況

幹線市道の整備を優先

分

的に進めます。

析

(２) 施
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(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)
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3391  県街路事業市町村負担金

1,682 2,284 △26.4 3,019 3,019 3,019 10,739

6076  国道4号交差点接続部整備事業（第1巣子線外2路線）

29,981 30,000 △0.1 30,000 21,800 21,800 103,581

7509  巣子野沢線道路改良舗装事業

212,000 57,000 271.9 240,200 253,200 253,200 958,600

11016  畜産試験場柳沢線道路改良舗装事業

156,507 219,029 △28.5 85,896 60,241 60,241 362,885

11604  第４砂込線道路改良舗装事業

0 0 0.0 0 0 0 0

11606  第６湯舟沢線道路改良舗装事業

7,112 18,000 △60.5 30,000 28,000 28,000 93,112

12183  第４風林線風林橋架替等事業

0 0 0.0 0 0 0 0

16107  向新田線道路改良舗装事業

35,600 0 皆増 62,200 100,000 150,000 347,800


